第35回国際スポーツバイオメカニクス学会大会への参加報告 by 山本 敬三 et al.
第35回国際スポーツバイオメカニクス学会大会への
参加報告
著者 山本 敬三, 新開谷 深, 伊藤 佑樹
雑誌名 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報
巻 8
ページ 121-126
発行年 2017
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00002726/
─　　─121
2018年３月
March，2018
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報　第８号
Bulletin　of　the　Northern　Regions　Lifelong　Sports　Research　Center　Hokusho　University　Vol．８
第35回国際スポーツバイオメカニクス学会大会への参加報告
Report on the 35th International Society of Biomechanics in Sports
山　本　敬　三1）　　新開谷　　　深2）　　伊　藤　佑　樹3）
Keizo YAMAMOTO1）　　Fukashi SHINKAIYA2）　　Yuki ITO3）
Ｉ．はじめに
　2017年６月14日から18日に，35thInternational Society 
of Biomechanics in Sports（以下，ISBS）が，ドイツの
ケルン体育大学で開催されたISBSはスポーツバイオメ
カニクスに関する国際的な学会であり，最新の研究成
果の発表や情報交換ができる学術会議である。今回は，
1140題の一般研究報告があった。著者らは北方圏生涯ス
ポーツ研究センター（以下，スポル）の研究成果２題を
発表した。ここでは，その概要について報告する。
Ⅱ．研究発表内容報告
１．EFFECT OF FOOT ROTATION ANGLE ON 
THE ROTATIONAL RANGE OF MOTION OF 
TRUNK AND PELVIS
Keizo Yamamoto, Yuki Ito and Fukashi Shinkaiya
概要
　本研究の目的は，足の回転角度が体幹と骨盤の回転可
動域（Range of Motion；ROM）に及ぼす影響を調べる
ことであった。この研究には，11人の健常男性（年齢：
21.5±1.7歳，身長：1.713±0.065m，体重：65.4±9.1kg；
平均±標準偏差）が参加した。両脚支持の立位姿勢時
における股関節の最大内外旋角度を計測し，その中央
値を「センター角」と定義した。計測では，STANCER
（GB08004，gyro-technology社）を用いた。このセン
ター角に基づいて，５つの異なる足の回転角度（foot 
rotation angle）の条件で，立位姿勢時における体幹の
水平回旋可動域を求めた。足の回転角度の条件は，セン
ター角，センター角から±15度，±30度とした。動作計
測では，光学モーションキャプチャシステム（MAC3D，
Motion Analysis社）および２つのフォースプレート
（BP6001200，AMTI社）を使用した。分析では，３次
元動作分析ソフトウェア（Visual3D，C-motion社）を
用い，骨盤および体幹のROMを求めた。なお，体幹
については，４セグメントに分割して，セグメント毎
にROMを算出した。床反力の分析では，対称性指数
（Symmetry Index；SI）とフリーモーメントを求めた。
ここで，SIとは左右下肢への荷重のバランスを示し，
以下の式によって算出される。
SI= ×100（％）
vGRFR－ vGRFL
0.5（vGRFR+vGRFL）
　ここで，vGRFR とvGRFL はそれぞれ，右足，左足に
作用する床反力の鉛直方向成分である。
　フリーモーメントとは，足が地面に及ぼす回転作用へ
の反モーメントであり，足圧中心点から垂直方向への軸
周りに作用するモーメントである。条件間の比較では分
散分析を用い，ポストホックテストとしてBonferroni法
を用いた。有意水準は５％未満とした。
　結果，骨盤部のROMは，中心角の状態でROMと比
較して－30°または+30°の条件で有意に減少した。力学
的な分析では，足の回転角が外部に大きくなると，回転
側の足の荷重負荷が増加し，フリーモーメントが減少し
た。
　立位姿勢が体幹のROMに及ぼす影響を調査した研究
に は，Montgomery，Boocock，& Hing（2011）1） や
Edmondston et al.（2007）2），Burnett et al.（2008）3）
などがあるが，計測条件に足の回転角を考慮した研究報
告はない。本研究成果はゴルフスウィング時の最適スタ
ンスや，スノーボードのビンディング取り付け角度の探
索などに応用できるため，指導現場における有用性は高
い。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）日本医療大学
３）北翔大学大学院生涯スポーツ学研究科（現所属：株式会社サーベイリサーチセンター）
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　この研究から，以下の知見を得た。
１）足の回転角度は，特に骨盤のROMに影響する。
２）足の回転角度は，荷重バランスやフリーモーメント
といった力学的な要素にも影響も及ぼす。
３）センター角は，個人の最適足角を探索するのに有用
である。
上記研究の発表のスライドを資料１に示す。
２．EFFECT OF FOOT ROTATION ANGLE 
ON TRUNK ROTATIONAL STRENGTH AND 
PHYSICAL QUANTITY TO ROTATE THE BODY
Fukashi Shinkaiya, Yuki Ito and Keizo Yamamoto
概要
　本研究の目的は足の回転角度が体幹回旋力と，その体
幹回旋力を発揮する運動力学的メカニズムを明らかに
することであった。本研究では10名の健常男性（年齢：
22.5±1.6歳，身長：173.2±4.5cm，体重：65.4±7.7kg；
平均±標準偏差）を対象とした。足回転角度の条件は，
センター角を基準とした５条件とし，被験者には，立位
姿勢で最大の体幹回転力を発揮するよう指示した。足の
回転角度の条件は，センター角，センター角から±15
度，±30度とした。体幹回旋力の計測では，フォース
ゲージセンサー（DPZS-DPU-500N，IMADA社）を用
いた。センサー部を被験者の右側に固定し，非伸縮性の
ロープでパイプハンドルと繋ぐ。被験者は，両上肢でこ
のハンドルを両手で把持し，肘関節を伸展させた状態
で，体幹を左回旋させる。実際にはハンドルはロープで
センサーと繋がっているため，体幹は回旋することな
く，活動筋の等尺性収縮による回旋力が計測される。こ
こでは，センサーで計測される引張力を体幹回旋力とし
た。動作計測では，光学的モーションキャプチャシステ
ム（MAC3D，Motion Analysis社）と２台のフォース
プレート（BP6001200，AMTI社）を用いた。分析では，
３次元動作分析ソフトウェア（Visual3D，C-motion社）
を用い，被験者の重心位置，左右の足圧中心点間の距離，
左右の床反力による重心まわりの回転作用およびフリー
モーメントを求めた。条件間の比較では分散分析を用い，
ポストホックテストとしてBonferroni法を用いた。有意
水準は５%未満とした。
　結果，いずれの条件間においても体幹回旋力には有意
差は認められなかった。しかし，条件間で体幹回旋力発
揮のメカニズムに違いが観察された。足の回転角が外転
方向に増加するにつれて，右足に作用するフリーモーメ
ントが減少し，両足に作用する床反力による重心周りの
モーメントが増加した。この時，左右の足圧中心点間の
距離も増加することが分かった。著者らが調べる限り，
足の回転角度が体幹回旋力発揮メカニズムに及ぼす影響
を調べた研究報告はなく，本研究の意義は大きい。
　この研究から，以下の知見を得た。
１）足の回転角度は，体幹回旋力に影響しない。
２）足の回転角度によって，体幹回旋力発揮のメカニズ
ムに違いが生じる。
３）個人の最適足角を探索するのにセンター角を用いる
意義が示された。
上記研究の発表のスライドを資料２に示す。
付　記
　本研究は，平成27・28年度北方圏生涯スポーツ研究セ
ンターの選定事業として実施された。この研究内容に関
する利益相反事項はない。
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